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編集後記

東京体育学研究第5巻を会員の皆様にお届けします．今回．本誌に掲載された論文は3編です．昨年．今後も伸びを期

待したいと書いたのですが． そうはいきませんでした．何か改善策を講じなければと考えています．昨年．東京国体が開f罷

されましたが． それに向けて東京都では「大学と述挑した医・科学サポート」を実施して．選手の競技力向上を図ってきま

した その内容を検討してきた医・科学ワーキンググループでは、国体も煎要だが、これを契機に「スポーツの練習環境を

整備しよう」と当初から考えたのでした．すなわち．学校運動部や地域スボーツクラプに閉ざされることなく．多くの人が関

われる練習環境づくりです． その一環として大学述挑があると考えたのでした．東京体育学会を立ち上げた1つの意義に地

域貢献があると考えています．上に記したサポートも広くは地域貢献の1つだと考えられます． そうした貢献の記録が掲載

されると本誌の幅が広がるのではないでしょうか．

東京体育学研究編集委員会 委員長 平野 裕一（国立スボーツ科学センター）

編集委員

平野 裕一（国立スボーツ科学センター） ＊委員長

伊藤 静夫（（財）日本体育協会）

佐々木玲子（慶應義塾大学）

丸lll 剛生（東京工業大学）

若山 章信（東京女子体育大学）

及川 佑介（東京女子体育大学）

平成25年3月30El 発行〔非光品〕

東京体育学研究 Vol.5

発行 東京体育学会

会長角 III 直也
〒206-8515 東京都多摩市永山7-3-1

国士舘大学体育学部 東京都医科学サポート事務室内

TEL 042-339-7273 FAX 042-339-7208 

印刷 消正堂加藤株式会社

〒156-0041 東京都枇田谷区大原1-59-21 TEL 03-3466-9103 




